
昭和60年7月25日発行－第191号

苛
凍
脛
判
型
帥

発行者

鳥取県江府町

電話江尾㈹5－2211

編集　総　務　課

印刷　㈲富士印刷

江府町の人口

（6月30日現在）

世帯数1郎7世帯
人　口　埴22人
（前月比　9人減）
（男）　軍72
（女）　鋤50
出　生　　5
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報町府江

自
分
の
健
康
は
自
分
の
手
で

総
合
検
診
は
じ
ま
る

こ
と
し
も
結
核
健
康
診
断
と
、
老
人

保
健
法
に
よ
る
一
般
健
康
診
査
並
び
に

婦
人
健
康
診
査
が
、
七
月
八
日
か
ら
は

じ
ま
り
ま
し
た
。

江
府
町
に
お
け
る
一
年
間
の
死
亡
者

数
は
、
平
均
五
〇
名
前
後
で
す
が
、
そ

の
内
、
脳
卒
中
、
心
臓
疾
患
、
悪
性
新

生
物
（
ガ
ン
）
を
ど
の
成
人
病
が
死
亡

原
因
の
七
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

成
人
病
の
早
期
発
見
の
て
だ
て
と
在

る
よ
う
に
、
町
で
は
昭
和
五
十
四
年
度

か
ら
鳥
取
県
保
健
事
業
団
に
委
託
し
て

こ
の
総
合
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

元
気
で
明
る
い
生
活
を
送
る
た
め
に

一
年
に
一
回
は
、
検
診
を
受
け
、
健
康

管
理
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▲
一
年
に
一
回
は
検
診
を

（
貝
田
会
館
で
）

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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町

町政を担う

新しい町長・町議会議員きまる

任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
及
び
江
府
町
長
選
挙
が

六
月
二
十
三
日
行
わ
れ
、
即
日
開

票
の
結
果
、
町
長
は
現
職
の
井
上

健
治
氏
が
、
町
会
議
員
は
現
職
十

二
人
、
新
人
四
人
の
十
六
人
の
新

議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
は
、
町
長
選
挙
に

井
上
健
治
氏
（
現
）
と
福
田
正
臣

氏
（
新
）
が
立
候
補
。
議
会
議
員

は
定
員
十
六
名
に
対
し
て
四
名
の

新
人
を
含
む
十
七
名
が
立
候
補
し
、

選
挙
運
動
期
間
も
短
縮
さ
れ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
少
数
激
戦
の
厳
し

い
選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
町
内
二
十
ヶ
所
の
投

票
所
で
三
千
七
百
四
十
五
名
（
当

日
有
権
者
三
千
八
百
七
十
三
名
）

が
投
票
、
最
も
身
近
を
選
挙
と
あ

っ
†
投
票
率
も
九
六
・
七
〇
％
と

前
回
（
九
六
・
〇
〇
％
）
を
上
廻

る
高
い
投
票
率
と
な
り
ま
し
た
。

七
月
五
日
か
ら
任
期
の
始
ま
る

町
長
と
町
議
会
議
員
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

（
紹
介
は
上
か
ら
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
所
属
政
党
・
当
選
回
数
）

長

井上　健治69歳

武　庫　無所属

当選　7回

第191号

ご
あ
い
さ
つ

こ
の
度
行
わ
れ
ま
し
た
江
府

町
長
選
挙
に
よ
り
ま
し
て
乏
し

議
会
議
員

白石秀之60歳　　中村眞佐雄56歳

江　尾　無所属　　　　下安井　無所属

当選　4回　　　　　　当選　2回

佐々木　正58歳　　　住田　孝治61歳

洲河崎　無所属　　　　佐　川　無所属

当選　1回　　　　　　当選　2回

㊧

選
挙
を
ふ
り
か
え
っ
て

婦人会長

徳岡力子も

こ
の
度
の
江
府
町
長
・
町
議

会
議
員
の
選
挙
は
、
当
初
い
ず

れ
も
無
投
票
の
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
が
、
届
出
の
結
果
ダ
ブ
ル

選
挙
と
在
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ

け
に
町
民
の
関
心
も
強
く
投
票

当
日
は
、
終
日
の
雨
に
も
か
か

わ
ら
ず
九
六
・
七
％
の
高
い
投

票
率
と
な
り
ま
し
た
。

選
挙
は
何
時
の
場
合
で
も
、

だ
れ
に
も
左
右
さ
れ
ず
自
主
的

な
判
断
に
よ
り
投
票
さ
れ
を
け

れ
ば
在
り
ま
せ
ん
。

選
挙
に
先
が
け
、
明
る
い
選

挙
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
私
も
参
加
し
そ
の
機
会
に

「
贈
ら
な
い
、
求
め
を
い
、
受

と
ら
を
い
」
の
三
な
い
運
動
の

実
践
を
提
案
し
、
参
会
者
全
員

の
賛
同
を
得
ま
し
た
。
公
報
車

に
よ
る
啓
発
も
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
今
選
挙
を
ふ
り
返
っ
て

有
権
者
一
人
一
人
が
日
頃
か
ら

政
治
に
対
し
て
、
正
し
い
自
覚

を
持
つ
こ
と
の
重
大
さ
を
痛
感

い
た
し
ま
し
た
。

岡田　京王59歳　　　川上　　実59歳

貝　田　無所属　　　　小江尾　無所属

当選　3回　　　　　　当選　4回

議長　浜本博㌔

副議長　岡田京三㌔に

七
月
六
日
、
改
選

後
初
の
臨
時
町
議
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
指
名

推
せ
ん
に
よ
り
議
長

に
浜
本
博
議
員
を
、
副

議
長
に
岡
田
京
三
議

員
を
選
出
し
た
ほ
か

組
合
議
会
議
員
・
常

任
委
員
会
・
審
議
会

な
ど
各
委
員
会
の
構

成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員

会
構
成
は
、
次
の
と
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き
を
以
て
重
任
を
拝
し
新
任
期

に
就
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

誠
に
至
ら
ぬ
者
で
は
あ
り
ま
す

が
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

私
は
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
社

会
の
公
平
を
守
り
公
益
を
育
て

以
て
住
民
生
活
の
安
定
と
充
実

向
上
の
た
め
に
微
力
の
限
り
を

つ
く
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
ご
指
導

一
　
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

報
　
げ
ま
す
。

江

⑳

藤原　嘉久59歳　　遠藤　圭之51蔵　　本高　親雄58歳

俣　野　無所属　　　江　尾　社会党　　　江　尾　公明党

当選　3回　　　　　　当選　4回　　　　　　当選　1回

清水　要範59歳　　　中尾雄三郎60歳　　　浜本　　博65歳

吉　原　無所属　　　俣　野　無所属　　　江　尾　無所属

当選　2回　　　　　　当選　2回　　　　　　当選　5回

投票所ごと投票率

投　 票　 所 当日都路 投票 者 投票 率

土井之内会館 ＜ ∧ ′1 ，088 1 ，043 95 ．8 6

佐 川　 会 館 217 212 97 ．70

柿 原 公 民 館 113 112 99 ．12

明 倫 小 学 校 506 490 96 ．84

池 の 内 会 館 186 183 98 ．39

日 の 詰 会 館 222 21 1 9 5，05

宮 市 公 民 館 103 9 9一96 ．12

宮市原 公民館 64 6 1 9 5 ．31

助 沢 公 民 館 65 6 3 96 ．92

下蚊屋 公民館 120 115 95 ．83

御　 机　 分　 校 155 152 98 ．06

美 用 公 民 館 149 14 7 98 ．66

杉 谷 公 民 館 10 1 93 92 ．08

貝　 田　 会 館 1 78 175 98 ．31

大河 原公会堂 1 27 124 97 ．64

吉 原 公 民 館 123 119 96 ．75

袋 原 公 民 館 49 49 00 ．00

小 原 公 民 館 66 65 98 ．48

下 安 井 会 館 110 107 97 ．27

久 遠 公 民 館 131 125 95 ．4 2

計 3 ，8 73 3 ，745 96 ．70

前回 （56年 ） 3 ，996 3 ，836 96 ．00

加藤　憲三59歳　　　　　河上　貞也44歳　　水下　隆義58歳　　藤田　孝義59歳

俣　野　無所属　　　　　　　富　市　無所属　　　久　遠　無所属　　　江　尾　無所属

当選　2回　　　　　　　　　当選　3回　　　　　　当選　1回　　　　　　当選　1回

お
り
で
す
。

議
会
常
任
委
員
会

（
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
）

（
総
務
）

◎
中
尾
雄
三
郎
　
○
水
下
隆
義

浜
本
博
、
岡
田
京
三
、
遠
藤
量

之
、
佐
々
木
正

（
経
済
建
設
）

◎
藤
原
嘉
久
　
○
住
田
孝
治

白
石
秀
之
、
中
村
眞
佐
堆
、
藤

田
孝
義

（
教
育
民
生
）

◎
清
水
要
範
　
○
加
藤
憲
三

川
上
実
、
河
上
貞
也
、
本
高
親

堆西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
議
会

浜
本
博

日
野
町
江
府
町
日
南
町
衛
生
施

設
組
合
議
会

川
上
実
、
住
田
孝
治
、
中
村
眞

佐
雄

消
防
委
員

遠
藤
量
之
、
藤
原
嘉
久
、
住
田

孝
治
、
藤
田
孝
義

表
彰
審
議
会
委
員

岡
田
京
三
、
藤
原
嘉
久
、
本
高

親
雄

監
査
垂
員

河
上
貞
也

Soumu
四角形

Soumu
四角形



江　　府　　町　　報　－昭和60年7月25日発行－（4）

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

大
工
さ
ん
の
協
力
で
完
成

江
府
町
の
譲
合
議
員
及
び
町
長

の
選
挙
に
お
け
る
ポ
ス
タ
ー
掲
示

場
設
置
に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ

れ
、
六
月
二
十
三
日
執
行
さ
れ
た

選
挙
か
ら
適
用
に
な
り
ま
し
た
。

二
十
四
区
画
か
ら
在
る
大
き
を

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
は
、
商
工
会
建
築

部
会
の
皆
さ
ん
の
腕
の
結
集
に
よ

▲
次
々
完
成
す
る

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

り
、
関
係
者
の
不
安
を
よ
そ
に
、

一
日
で
八
十
五
枚
が
見
事
に
完

成
、
町
民
の
好
評
の
う
ち
に
立

派
に
役
割
を
果
た
し
、
希
に
見

る
協
力
的
な
活
力
は
、
明
る
い

町
の
話
題
と
在
り
ま
し
た
。

「
商
工
会
の
日
」
記
念
事
業

文
庫
本
・
善
意
の
傘
を
設
置

第191号

六
月
十
日
の
商
工
会
法
施
行
二

十
五
周
年
記
念
の
日
、
江
府
町
商

工
会
で
は
、
独
自
の
事
業
と
し
て
、

江
尾
駅
に
商
工
会
文
庫
を
設
置
し

ま
し
た
。

各
会
員
の
協
力
に
よ
り
、
文
庫

本
は
、
六
〇
〇
冊
も
集
ま
り
、
列

車
の
待
合
は
も
ち
ろ
ん
バ
ス
待
ち

の
小
学
生
た
ち
に
も
よ
ろ
こ
ぼ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
梅
雨
時
季
に
合
せ
て
、

今
年
も
善
意
の
傘
を
江
尾
駅
・
武

庫
駅
に
備
え
つ
け
て
い
ま
す
。

商
工
会
の
皆
さ
ん
の
ご
好
意
で

す
。
本
も
傘
も
大
切
に
扱
い
た
い

も
の
で
す
ね
。

ト
江
尾
駅
の
善
意
の
傘

㊥魯魚凸⑤覇㊥魯魚凸⑤帝㊥守包凸⑤帝㊥守愈凸⑤帝㊥

町
長
日
誌

＊

　

　

5

月

8　　　3　2　　1

日　　日　日　　日

（木）（釦（木）（水）

16　　15　　　　141311　10　　　　　　　　　　　　　　　　9

日　　日　　　　日　日　日　　日　　　　　　　　　　　　　　　日

（木）（水）　　伏）（月）（出　（金　　　　　　　　　　　　（劫

山
口
出
張

（
自
然
休
養
村
中
・
四

国
地
区
現
地
研
究
会
）

江
府
町
建
設
業
協
会
会

議倉
吉
・
江
府
・
溝
口
線

改
修
促
進
期
成
同
盟
会

総
会
（
倉
吉
）

部
落
解
放
基
本
制
度
要

求
鳥
取
県
促
進
協
議
会

総
会
、
江
府
町
運
動
公

園
ナ
イ
タ
ー
開
き
、
中

国
横
断
自
動
車
道
用
地

事
務
所
長
・
中
国
電
力

俣
野
川
発
電
所
建
設
所

長
・
日
野
農
林
振
興
局

耕
地
課
長
来
庁

日
野
郡
戦
没
慰
霊
祭
（

日
野
町
）

西
部
町
村
会

在
　
勤

衛
生
施
設
組
合
議
会
（
江

府
町
）
、
中
電
技
術
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
社
長
来
庁

江
府
町
森
林
組
合
役
員

会
、
江
府
町
惑
々
全

県
国
民
年
金
定
期
総
会

1
7
日
励
中
国
治
水
期
成
同
盟
会

設
立
総
会
、
武
庫
変
電

所
竣
工
式
、
江
尾
水
道

組
合
総
会

18
日
出
一
旦
水
路
完
成
祝
、
西

ノ
島
海
洋
セ
ン
タ
ー
竣

工
式

2
0
日
㈲
江
府
町
教
育
振
興
会
、

建
設
行
政
と
企
業
連
建

設
業
者
と
の
協
議
会
、

国
体
交
通
警
備
打
合
せ

会2
1
日
㈹
岸
本
町
体
育
館
竣
工
式
、

町
制
三
十
周
年
記
念
式
、

日
野
地
区
普
及
事
業
協

議
会
、
日
野
振
興
協
議

会
委
員
会

2
2
日
㈹
建
設
関
係
入
札
、
江
府

町
軍
恩
総
会

東
京
出
張

2
4
日
励
（
全
国
自
然
休
養
村
推

進
協
議
会
）

町
商
工
会
総
会

2
5
日
用
地
の
内
行
政
座
談
会

26
日
㈲
江
尾
小
学
校
運
動
会

明
倫
小
学
校
運
動
会
、

各
町
民
運
動
会

2
7
日
㈲
江
府
町
婦
人
団
体
連
絡

協
議
会
、
市
町
村
行
政

懇
談
会
（
皆
生
）
、
江

府
町
老
人
ク
ラ
ブ
総
会

（
甘
酒
）
、
江
府
町
風

騙⑳
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⑳

▲小学生に人気の商工会文庫

みんなのカで国体を成功させましょう

畢堅牢畏ご乱lます鴨

田中㌔春の叙勲で
勲五等瑞宝章

こ
の
春
の
叙
勲
で
、
江
府
町
で

は
、
江
尾
本
町
二
丁
目
の
田
中
正

明
さ
ん
（
七
十
二
歳
）
が
、
勲
五

等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

町
中
さ
ん
は
、
通
算
三
十
五
年

の
農
協
生
活
の
中
で
組
合
長
、
県

内
各
種
農
業
協
合
組
合
連
合
会
役

員
を
歴
任
、
農
業
協
同
組
合
の

経
営
の
確
立
及
び
農
業
共
済
制

度
の
普
及
を
は
か
る
な
ど
県
内

の
農
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
町
会
議
員
と
し
て
地

方
自
治
の
発
展
に
努
め
ら
れ
、

農
業
委
員
会
の
会
長
と
し
て
も

地
域
農
業
の
振
興
に
尽
く
さ
れ

た
功
績
に
よ
り
受
章
さ
れ
た
も

の
で
す
。

㊥㊦包凸＠帝㊥守缶凸⑤帝㊥守愈凸⑤帝㊥守包凸⑤覇㊥
31　　30　　　　　　　29　　　　28

日　　日　　　　　　　日　　　　日

（釦　（木）　　　　（水）　　伏）

光
会

明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
研
修
会
、
荒
田
行
政

座
談
会

西
部
地
区
同
和
対
策
協

議
会
役
員
会
（
米
子
）
、

日
野
郡
土
地
改
良
推
進

協
議
会
（
根
雨
）
、
助

沢
部
落
ダ
ム
打
合
会

江
府
町
森
林
組
合
総
代

会
、
武
庫
行
政
座
談
会

尾
上
原
行
政
座
談
会

1
0
日
㈱

日
日
・
い
、

12
日
0
0

13
日
㈹

1
4
日
励

1
5
日
出

1
6
日
㈱

1
7
日
㈲

2
6
日
㈹

2
7
日
㈹

28
日
惚

月

5　4　3　　　2　　　　　　1

日　日　日　　　日

（水）仇）（月）（日）

9　8　　　6

日　日　　日

（日）仕）（木）

江
府
町
さ
つ
き
展
、
江

府
町
職
域
野
球
大
会
開

会
式
、
同
和
対
策
事
業

入
札

俣
野
小
学
校
運
動
会
、

町
民
運
動
全

県
町
村
会
総
会

課
長
会
議
、
町
内
弔
問

「
部
落
解
放
基
本
法
」

制
定
要
請
行
動
、
日
ノ

詰
行
政
座
談
会

町
内
葬
儀

国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

（
関
金
町
）

米
沢
小
学
校
運
動
会
、

町
民
運
動
会

2
9
日
出

町
議
会
定
例
会

西
部
町
村
会
、
毎
日
新

聞
社
取
材
来
庁

在
　
勤

山
陰
観
光
連
盟
総
会
（

鳥
取
）

県
国
体
実
行
委
員
会
役

員
会
総
会
（
鳥
取
）

在
　
勤

出
　
勤

江
府
町
造
蹴
同
期
生
会
、

町
長
登
庁
式
・
中
国
電

力
㈱
江
見
副
社
長
・
岡

村
取
締
役
・
町
議
会
議

長
・
副
議
長
来
庁

課
長
会
議

西
部
消
防
操
法
大
会
出

場
選
考
会
・
日
野
郡
社

会
教
育
協
議
会
総
会
、

半
ノ
上
行
政
座
談
会

在
　
勤

Soumu
四角形
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国保税の

税率が変わりました

撰
保
の
し
く
み
は
、
私
た
ち
加

入
者
（
被
保
険
者
）
が
国
保
税
の

形
で
お
金
を
出
し
合
い
、
国
か
ら

の
補
助
金
や
交
付
金
を
加
え
、
病

気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
受
け
る

治
療
費
と
し
て
、
経
済
的
負
担
が

少
し
で
も
軽
く
て
す
む
よ
う
相
互

扶
助
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

国
保
税
は
、
所
得
税
（
五
十
九

年
中
所
得
金
額
）
、
資
産
割
（
六

十
年
度
固
定
資
産
税
額
）
、
均
等

割
二
人
当
り
）
、
平
等
割
の
合

計
で
決
ま
り
ま
す
。

六
月
一
日
か
ら
こ
の
国
保
税
の

税
率
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

＊
健
康
管
理
を

大
切
に

国
保
の
場
合
、
医
療
費
の
三
割

は
自
己
負
担
、
国
保
会
計
か
ら
支

払
う
七
割
の
う
ち
四
割
は
国
の
負

担
金
、
残
る
三
割
を
加
入
者
全
員

の
保
険
税
で
支
払
う
こ
と
に
在
り

ま
す
。医

療
費
が
多
く
在
れ
ば
自
己
負

担
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
税
負
担

も
大
き
く
在
り
ま
す
。

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
日
ご
ろ
か

ら
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
心

構
え
で
一
人
一
人
が
健
康
づ
く
り

に
つ
と
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

区　 分 改　 正　 前

所 得割 5 ．04
1 0　0

資産 別 44 ．96
1 0　0

均 等割 15 ，54 0円

平 等割 19 ，00 0円

一重∋‾

年
金
保
険
料
が

福
祉
向
上
に
役
立
つ

老
後
を
保
障
す
る
国
民
年
金
の

月
々
の
保
険
料
は
、
▲
国
庫
に
お
い

て
積
立
て
ら
れ
、
各
種
年
金
の
受

給
資
格
対
象
者
に
支
給
さ
れ
る
ほ

か
、
社
会
福
祉
の
整
備
や
住
宅
資

金
の
貸
付
を
ど
に
融
資
さ
れ
、
福

祉
向
上
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
度
に
、
本
町
が

行
っ
た
年
金
還
元
融
資
借
入
れ
に

よ
る
事
業
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

老
人
居
室
整
備
資
金
貸
付
事
業

貸
付
戸
数
　
　
　
　
三
戸

事
業
費
　
三
三
〇
万
円

う
ち
、
年
金
還
元
融
資
に
よ
る

資
金
借
入
額
一
〇
〇
万
円

▲老人居室整備資金で改築された部屋

⑳

⑳
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仙北■Y義…べ㌧‥

ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

松
本
　
克
基

末
次
さ
つ
み

）

お
誕
生
お
め
で
と
う

本
一

報
　
日
ノ
詰

町府江

本
一

新
一

武
　
庫

貝
　
田

大
河
原

藤
田
　
憲
章

藤
　
由
佳
里

箆
津
美
智
子

岡
田
　
邦
啓

加
持
谷
敬
子

森
田
　
将
史

亀
田
　
志
保

武　昭　典　照　義　経　幸
志　文　範　司　実　博　一

長　長　三　長　二　二　長
女　男　女　男　女　女　男

川
端

高
森

藤
原

三
代

影
山

森
田

川
上

中
前

㍉
）

誓絹
）

一言）

水
口
　
大
介

長
岡
智
恵
美

安
井
紳
一
郎

伊
藤
忠
里
絵

日
野
町

杉
谷
か
ら

江
尾

京
都
府
舞
鶴
市
か
ら

江
尾

米
子
市
か
ら

洲
河
崎

八
頭
郡
郡
家
町
か
ら

江
尾

小
江
尾
か
ら

静
岡
県
裾
野
市

宮
市
か
ら

西
伯
郡
大
山
町

江
尾
か
ら

大
河
原

東
京
都
小
平
市
か
ら

松
浦
　
昭
俊

加
藤
真
理
子

手
嶋
　
政
明

新
井
　
素
子

影
山
　
和
稚

伊
田
　
光
恵

影
山
　
洋
一

田
本
美
順
恵

））））

清
水

森
田

二
江
尾

島
根
県
能
義
郡
か
ら

江
尾

東
京
都
練
馬
区
か
ら

洲
河
崎

日
南
町
か
ら

米
子
市

杉
谷
か
ら

江
尾

日
南
町
か
ら

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

尾
上
原
木
嶋
憲
雄
7
4
歳
米
子
宅

宮
市
原
林
萱
貴
子
6

3
歳
一
宅

本
一
同
田
圃
次
郎
8
0
歳
昭
一
宅

久
連
遠
藤
武
雄
7
7
歳
茂
子
宅

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

五
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

本
　
三
　
岡
本
昭
一
殿

（
父
一
二
様
ご
逝
去
）

尾
上
原
　
木
嶋
米
子
殿

（
夫
書
経
様
ご
逝
去
）

宮
市
原
　
林
　
一
殿

（
母
萱
貴
子
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

御
　
机
　
伊
達
勝
枝
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
安
井
　
徳
岡
卓
史
殿

（
母
亀
子
様
退
院
）

新
一
末
次
美
音
枝
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
長
届
書
八
郎
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
浦
部
弘
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
小
倉
繁
雄
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

）

）

）

）

）

）

＼

5

）

善
意
銀
行
受
払
報
告
：

1
、
四
月
末
累
計
額

四
百
四
十
万
七
千
百
四
十
五
円

2
、
五
月
中
寄
付
額

十
万
六
千
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
四
万
三
千
円

快
気
祝
　
　
六
万
三
千
円

3
、
支
出
額

旅
　
費
　
　
五
千
二
百
円

需
用
費
　
　
千
円

負
担
金
　
　
四
土
工
百
九
十
八
円

4
、
五
月
末
累
計
額

四
百
五
十
万
二
千
五
百
四
十
七
円

善意銀行寄託金は

このように

使われています

町
民
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
香
典
返
し
、
内
祝
を
ど
の
浄
財

を
も
っ
て
、
昭
和
三
十
七
年
に
社
会

福
祉
基
金
を
創
設
、
自
乗
そ
の
育
成

に
つ
と
め
、
現
在
三
千
五
十
万
円
の

基
金
に
育
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
基
金
か
ら
生
ず
る
益
金
を
も

っ
て
、
町
の
本
会
計
を
通
じ
、
本
町

独
自
の
福
祉
対
策
事
業
に
役
立
て
て

い
ま
す
。

そ
の
主
な
も
の
は

高
齢
者
の
顕
彰
を
は
じ
め
、
高
齢

者
介
護
年
手
当
金
の
支
給
、

防ごう非行
跡ナよう立春直り

－7月は

「社会を明るくする運動」月間です

身
障
害
児
（
者
）
の
養
育
監
護
者
へ
の

年
手
当
金
の
支
給
、
本
町
出
身
者
で

老
人
福
祉
施
設
に
入
所
中
の
お
年
寄

に
見
舞
金
の
贈
与
、
昭
和
五
十
三
年

に
新
し
く
創
設
し
た
、
父
子
家
庭
の

心
情
を
扶
助
し
母
の
を
い
子
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
の
、
父
子
年
金

の
支
給
な
ど
、
町
の
条
例
を
も
っ
て

制
度
化
し
、
年
次
、
基
金
の
増
資
に

よ
っ
て
、
福
祉
施
策
の
一
層
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。

「社会を明るくする運動」は、わ

たしたち皆か、犯罪の防止と罪を

犯した人たちの更生について理解

を深め、それぞれの立場から犯罪

や非行のない明るい社会を築こう

とする運動てす。

Soumu
四角形

Soumu
四角形



報　－昭和60年7月25日発行－㈲

人の動き

6　月　届

お
誕
生
お
め
で
と
う

新
一

柿
　
原

新
一

丁

　

武

　

庫

洲
河
崎

三　加　本　奥安
好　藤　高　田　藤

貴　良　秀　麻　明
子　介　幸　依　子

晋　雄　良　哲
也　三　三　志　充

長　三　二　二　長
女　男　男　女　女

岡
部

砂
口

福
田

門
脇

中
田

川
上

森
田

表木
村

松
本

下
垣

永
井

昭
誓

二二
香紺忙）二二

宇
田
川

樋
口

鶴
見

川
端

境
港
市

吉
原
か
ら

下
安
井

島
根
県
松
江
市
か
ら

御
机

助
沢
か
ら

江
尾

西
伯
郡
名
和
町
か
ら

江
尾

倉
吉
市
か
ら

美
用

広
島
県
竹
原
市
か
ら

武
庫

愛
知
県
岡
崎
市
か
ら

境
港
市

江
尾
か
ら

京
都
市
南
区
か
ら

府
　
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

江
鏑
㌍
絹
市
士

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

本
一
上
原
千
勢

御
机
　
加
藤
虎
雄

裕
臣
宅

正
人
宅

ありがとう

ございました

6月中寄託分

香
典
返
し
と
し
て

久
　
遠
　
遠
藤
　
勉
殿

（
父
武
雄
様
ご
逝
去
）

本
一
上
原
裕
臣
殿

（
母
千
勢
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

御
　
机
　
川
上
勇
一
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
五
　
川
端
初
男
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
森
田
敬
史
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

柿
　
原
　
奥
田
篤
志
殿

（
二
女
小
百
合
様
退
院
）

本
　
二
　
石
原
絢
女
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

吉
　
原
　
砂
口
　
進
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

吉
　
原
　
中
祖
規
矩
夫
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
小
林
　
栄
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

宮
市
原
　
渡
部
す
が
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
伊
達
　
武
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
野
田
俊
恵
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
石
原
と
よ
み
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
己
越
文
枝
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

柿
　
原
　
奥
田
盛
廣
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。江

府
町
社
会
福
祉
協
議
会

▽▽　′－、′　くフ　′一・－

保
健
婦
か
ら
ひ
と
こ
と

～▽～▽～▽～

風
疹
末
感
染
女
性
は

必
ず
予
防
接
種
を
／

最
近
、
保
育
園
で
風
疹
が
流
行

し
て
い
ま
す
。
風
疹
の
症
状
は
、

他
の
一
般
の
伝
染
病
に
比
べ
れ
ば

決
し
て
伝
染
力
の
強
い
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
患
者
の
く
し
ゃ

み
や
せ
き
な
ど
の
飛
沫
に
よ
っ
て

感
染
し
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
初
期

に
か
か
る
と
先
天
性
異
常
児
を
生

む
確
率
が
大
変
高
く
在
り
ま
す
。

妊
婦
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
適
齢

女
性
は
す
べ
て
注
意
を
し
を
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

唯
一
の
防
御
法
は
で
き
る
だ
け
患

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
五
月
末
累
計
額

四
百
五
十
万
二
千
五
百
四
十
七
円

2
、
六
月
中
寄
付
触
　
十
六
万
五
千
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
三
万
円

快
気
枕
　
　
十
三
万
五
千
円

3
、
支
出
額

負
担
金
　
四
万
八
千
四
百
五
十
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
　
二
百
五
十
万
円

4
、
六
月
末
累
計
額

二
百
十
一
万
九
千
九
十
七
円

者
に
近
づ
か
な
い
こ
と
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
、
自
分
が

未
感
染
で
、
し
か
も
特
に
妊
娠
六

か
月
前
と
わ
か
っ
た
ら
、
ま
ず
デ

パ
ー
ト
を
ど
感
染
し
や
す
い
人
ご

み
の
中
に
は
行
か
な
い
こ
と
が
第

一
で
す
。
特
に
、
か
か
り
や
す
い

年
齢
層
の
子
供
を
連
れ
て
い
く
よ

う
を
場
合
に
は
、
人
ご
み
の
多
い

夕
方
を
ど
の
時
間
帯
は
避
け
て
、

な
る
べ
く
す
い
て
い
る
う
ち
に
買

い
物
を
す
ま
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
結
婚
や
妊
娠
を
迎
え

よ
う
と
い
う
未
感
染
女
性
は
、
必

ず
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は

役
場
民
生
課
か
、
も
し
く
は
根
雨

保
健
所
ま
で
問
い
合
せ
下
さ
い
。

（石原）

Soumu
四角形

Soumu
四角形


